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３８日間の夏休みが終わり，２９日（火）から２学期が始まり

ました。元気な子どもたちが学校にもどってきました。今年も災

害級の酷暑と報道され，熱中症の患者さんの増加や台風の上陸等

本当に荒々しい夏の印象があります。２学期になってもまだまだ

暑い日が続きそうです。子どもたちの健康管理に十分留意して教

育活動を進めていきたいと思います。ご家庭におかれましても，

保健だよりや学年通信等を参考に子どもたちの健康管理にご協力

をお願いします。 

さて，夏休み明けの子どもたちの顔がどことなくたくましく見

えるのは私だけではないと思います。これは，長い夏休みの間にいろいろな体験をして大きな成長をしたから

でしょう。もちろん，その成長の度合いは，体験の内容やその体験でどんな事を思ったか等で，個人差も大き

いと思います。体験は，子どもの感性や思考力を育てるのに非常に重要です。体験することそのものに大きな

価値があります。体験を改めて振り返り，今後の考え方や生き方に生かすことができたら，さらに意義あるも

のになると思います。自分の思いをはっきりもつことは，とても意味のあることです。将来の夢や希望も，こ

うしたことの積み重ねの中から，育まれていくものだと考えます。 

今学期の教育活動は，運動会をはじめ，児童会行事（玉小バトル等），道徳授業参観，各学年校外学習など

多くの行事が予定されています。その一つ一つの経験を通して，いろいろな力を身に付けていってほしいです。

特に，秋の諸行事や日々の学校生活・学習活動の中で，仲間との信頼関係を築き，仲間と協働することの大切

さを学んでいってほしいと思います。 

 

８月２６日（土）にＰＴＡ早朝作業が行われました。今年度は，新

型コロナの制限も解け，参加者を保護者と５・６年生児童として行い

ました。土曜日の早朝より，大勢の保護者の皆さまにご参加いただき，

新学期に向けて，子どもたちが過ごしやすい学習環境を整えることが

できました。おかげさまで，見違えるように校庭とその周辺がきれい

になりました。ご協力ありがとうございました。 

また，ＰＴＡ生活環境部の役員の皆さまには，計画の話し合い・準

備，当日の進行運営等をしていただき，ありがとうございました。 

今後も，様々な面で保護者・地域の皆様にはお力添えをいただかな

ければなりません。今学期も教職員一同力を合わせて頑張ってまいり

ますので，引き続き力強いご支援ご協力をよろしくお願いします。 
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楽しく学び 充実した２学期となるように！ 

PTA早朝作業、ありがとうございました！



今日，２学期の始業式を迎え，また，みんなの元気な顔

をみることができとてもうれしいです。夏休み中，大きな

事件や事故がなく本当によかったです。夏休みにいろいろ

な思い出ができた人もいると思います。先生方や教室の友

達に教えてあげてください。 

さあ，今日から２学期です。2学期は，一番長い学期なの

で，たくさんの勉強や行事があります。まずは，運動会があ

ります。運動会の練習もすぐに始まります。ですが，まだまだ暑い日が続きそうです。熱中症にならないよう

に，「早寝・早起き・朝ご飯」をしっかり守ってほしいと思います。しっかり寝て，もりもり朝ご飯を食べて

体調を整えてください。でも，体調が悪いときは，はやめに先生に伝えて無理しないようにしてください。 

運動会の後もいろいろな行事があります。勉強も生活も少しでも自分の力を伸ばすために２つがんばって 

ほしいことがあります。 

１つ目は，すべての友達と仲良くすること。（思いやり） 

２つ目は，何事も積極的に取り組むこと。（チャレンジ） 

この２つをがんばって，実りのある２学期にしましょう。 

 

 

 

 

９月１日は防災の日です。また，８月３０日～９月５日までの期間は防災週間です。甲斐市では，令和５年

度以降の総合防災訓練を１１月第１日曜日に実施することになりました。本校では，本日９月１日に避難訓練

を実施しました。今回は，子どもたちへの事前指導を十分行った上，予告しない訓練を計画しました。地震を

想定して，まずは，机の下や安全なところを探しシェイクアウト行動（第１次避難））をし，その後，揺れがお

さまったら校庭へ避難（第２次避難）をしました。子どもたちには，「おかしもあと」（おさない かけない し

ゃべらない もどらない あわてない とまらない）という言葉で避難の心構えを指導しています。落ち着い

て，安全に，そして周囲からの指示をよく聞いて避難するという意味です。 

災害はいつ起きるかわかりません。授業中だけではなく，休み時間に起きたり，停電で校内放送が使えなか

ったりする場合も想定されます。学校では，最悪の場合も想定しておかなければなりません。そのため学校で

は，「自分の命は自分で守ることができる子ども」を育てることが必要です。先生の指示が届かなくても自分の

力で周囲の状況を確認し，どこへ避難したら安全か判断する。訓練では「おはしもあと」に加えてこのことも

指導します。また，ご家庭でも「防災週間」を機会に，話題にしてみてください。よろしくお願いします。 

 

 

 

４月１８日（火）に行われた全国学力・学習状況調査の結果を受け，これから玉幡小の教育活動をどのよう

に進めていくかまとめました。学校・家庭が同じ認識で玉幡小児童のこれからの学習を支えていくための資料

となります。ご家庭でも取り組んでいただくと共に，学校での学習活動にご協力をお願いします。内容につい

ては，９月１２日（火）に「玉幡小ホームページ」にアップロードします。どうかご一読ください。 

 


